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平成 27 年 5 月 15 日 

 

各 位 

会 社 名 株式会社共立 メンテナンス 

代 表 者 名 代表取締役社長   佐藤  充孝 

コ ー ド 番 号 9 6 1 6  東 証 第 一 部 

問 合 せ 先 取締役副社長  上田  卓味 

電 話 0 3 - 5 2 9 5 - 7 7 7 8 

 

 

新中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、2016 年 3 月期を初年度とする３ヶ年の新「中期経営計画 共立フルアクセル・   

プラン」（以下「本中計」といいます。）を策定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本中計策定の背景 

前中期経営計画である「Kyoritsu Vale Up Plan!」においては、東日本大震災による

影響からの克服と成長軌道への回復を念頭に、2012 年 3 月期を初年度とする５ヶ年の 

経営計画を策定し実行してまいりましたが、2015 年 3 月迄の経常利益実績は全て計画を

上回り、かつ 3 期連続で経常利益過去最高を更新いたしました。 

しかしながら昨今、外部環境に目を向けますと、円安の影響もあり訪日外国人旅行者

数の顕著な増加や国内旅行の増加、また 2020 年東京オリンピック・パラリンピックの開

催決定による意識の高揚、更にスーパーグローバル大学制度導入に伴う指定大学による

留学生の受入れ強化など、大きく変化してきております。その中で、当社に対してもホ

テルの宿泊ニーズの増加や学生寮・社員寮の拡大が強く求められております。 

つきましては、お客様ニーズに的確にお応えしていくためにも、建築費高騰等の課題

はあるものの、向こう３年間を事業拡大の好機と捉え、一気に次のステージに駆け上が

るための“攻めの３年間“と位置付けて、短期集中型の「中期経営計画 共立フルアクセ

ル・プラン」を策定いたしました。 

当社は本中計を通過点とし、永続企業としての成長を目指してまいります。 

 

２．本中計の骨子 

（１）お客様のニーズに応えるべく、開発投資を集中的かつ積極的に加速 

（２）価値と価格のバランス適正化による収益力の強化 
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３．定量目標 

 

 

期間中の営業利益増加率  ３０％以上 

 

 

 

＜業績計画＞ 

 2015 年 3 月期 

実績 

2018 年 3 月期 

計画 

2015 年 3 月期比 

増加率 

売 上 高 1,102 億円 1,500 億円 ３６％ 

営 業 利 益 82 億円 110 億円 ３４％ 

経 常 利 益 76 億円 100 億円 ３１％ 

 

＜利益成長イメージ＞ 

 

 

 

４．その他 

  本中計の詳細につきましては、平成 27 年 5 月 25 日に開催予定の決算説明会終了後、

弊社 WEB サイト上に掲載する予定です。 
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